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「非恩恵」か「危害」のように区別され、考察が行われたものが多い (豊田 1974; 山田 2004
等) 。また、日本語の授与動詞における意味拡張に関する研究は存在する(Shibatani 1994; 澤
田 2014等) が、多いとは言い難い。一方、タイ語の授与動詞 hâyの分類や意味拡張に関し
て考察したものは多い (Rangkupan 2007; Thepkanjana & Uehara 2008等) 。しかし、タイ語の
授与動詞の分類や意味拡張の過程に関しては未だに議論が続いている状態である。更に、



















































動詞 hâyが出現した例文を収集した。なお、語彙的に使役の意味を含意する tham hây (～




































表 1 日本語における補助動詞用法の授与動詞を含む構文の分類 




［NP1 有生物 ガ NP2 有生物 ニ 









［NP1 有生物ガ NP2 有生物(有生物の所有物・体の

























































タイ語の授与動詞 hây は、典型的に動作主が受け手に物 (物の所有権) を移動させるこ
と、つまり、授与性を表し、[NP1 hây NP2 NP3] の構文をとる。このような典型的な用法
から様々な用法へ拡張した。本研究では、TNCのデータを用いることによってタイ語の授
与動詞は、典型的な意味を表す本動詞を含め、9つの用法が存在することを明らかにした。
各用法の統語的・意味的特徴を以下の表 2 にまとめる。 
 
表 2 タイ語の授与動詞における構文別の分類 
分類 統語的特徴 意味的特徴 
1．「授与」 
 





 [NP1 hây NP2 VP] 動作主が誰かに行為をさせる。 
3.「与格構文」 
 

















[(dǐaw) NP1 V (NP2) hây] 
動作主は誰かに対して害を加え
ることになる 
7.「目的構文」 [NP1 VP1 hây NP2 VP2] 



























図 2 授与動詞 hâyにおける構文ネットワーク 
Thepkanjana & Uehara (2008 : MS) に修正を加えたもの 
 













の中で、[dǐaw NP11 人称 cà VP hây (NP22 人称)] の構文が「話者が聞き手に対しこれからすぐ行
為をすることを申し出る」という状況で頻出し、「提供構文」として定着した。最後に、「提



































表 3 日本語とタイ語における授与動詞の本動詞の性質の比較 
性質 日本語 タイ語 
授与性 〇 〇 
動作主から受け手への働きかけ 〇 〇 
視点の制約と受け手の性質による使用制限 〇 × 
対象物の性質 
具体物 〇 〇 
抽象物 〇 〇 
好ましいもの 〇 〇 
好ましくないもの × 〇 






















 両言語の授与動詞における本動詞の性質の異なりによる意味拡張への影響を以下の表 4 
のようにまとめる。 
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	 論文審査の結果の要旨（1,000 字内外）  
「GIVE/与える」を意味する授与動詞は、多言語において文法化の過程を経て多義・
多機能性を有することが確認されている。本論文は、日本語とタイ語においてその多機
能性の様相を、認知言語学の使用基盤モデルの観点から実際の言語使用のデータに基づ
き各言語ごと及び対照的に記述研究することを目的とする。  
本研究は、多機能性を有する授与動詞として、日本語はアゲル・ヤル・クレルを、タ
イ語は hây を対象とした。日本語・タイ語個別の分析にはそれぞれの言語の大規模コー
パス（『現代日本語書き言葉均衡コーパス』と『Thai National Corpus』）を用い、大量
の用例を無作為抽出した上で、両言語において各用法が如何なる文脈統語的・意味的特
徴の基に分類可能でそれぞれが如何なる頻度を有するかを考察した。その結果、構文ネ
ットワークモデルを用いて本動詞からそれ以外への機能への意味拡張における各動詞間
の共通点と相違点、及びその相違点に反映する各本動詞の特徴を実証的に究明してい
る。また、両言語対照のデータには対訳コーパスを自ら構築し、本動詞・拡張用法を含
め該当形式を全て抽出して両言語の各用法間の対応関係と異同の要因を客観的に考察し
た。研究結果の新規性を示す主な点として次の３点が挙げられる。  
１）日本語の授与動詞アゲル・ヤル・クレルの全補助動詞用法対象の調査により、初
めて構文ネットワークの体系全体を、またその体系においてこれまで同種とされてきた
アゲル・ヤルを含む授与動詞それぞれが異なる拡張パターンを有することを究明した。  
２）タイ語の授与動詞 hây の構文ネットワークに関して先行研究の説を使用実態のデ
ータを基に検証し、これまでの学説では説明不可能であった格助詞用法と終助詞用法を
つなぐ拡張として「提供構文」の存在を初めて明らかにした。  
３）文法化の結果成立した機能語は元の内容語の特徴を引き継ぐという仮説を日タイ
両語の授与動詞の構文ネットワークにおいて検証し、且つ両言語の拡張の様相に異同を
もたらす要因の一つに、本動詞における「恩恵」の語用論的含意の有無があることを両
言語の対照的考察をすることにより指摘した。  
論文審査の過程では、構文の分類基準に関する先行研究の主張の一部の扱いや曖昧な
用例の場合の判断方法についての説明が十分かなどの疑問が出されたが、これらについ
ては、最終試験の質疑応答において十分な回答がなされたと認められる。本研究は、文
法化理論における仮説を個別の言語のデータを基に実証的な手法によって検証したもの
であり、課題設定のし方、調査方法、統計処理を含む分析方法、および論証のし方な
ど、学術論文として十分なレベルにあると認められる。このことは、論文執筆者が自立
して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よっ
て、本論文は、博士（国際文化）の学位論文として合格と認める。  
 
